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国連環境計画 (UNEP)  

委員会の概要  

委員会の歴史  

国連環境計画（UNEP）は1972年のストックホルム会議で設立された、環境問題に焦

点を当て た国連（UN）の専門部局である。UNEPの活動の中心は、環境問題への取り

組みに関して国際 協力を推進し、科学的な情報やデータを提供するとともに、持続可

能な解決策と実践を世界的 に推進することである。  

UNEPは、環境保全、天然資源保護、気候変動への対応に向けた世界的な取り組みを

調整す る上で極めて重要な役割を果たしており、その統治と政策決定プロセスに関し

て、常設代表委 員会（CPR）の監督下で活動している。  

環境関連の重要な出来事  

I. 国連が環境指導的役割を担う - 1968年、事務総長が報告書を発表し、人間環境に

関 する国連会議が開催された。  

II. 世界環境デーの始まり - 1973年6月5日、UNEPが主催する初の世界環境デーが開催

さ れた。  

III. オゾン層の保護に関するウィーン条約の調印 - 1985年にすべての国連加盟国が調印

し た最初の条約で、各国がオゾン層破壊の根本原因に関する情報を共有できる

枠組みを 提供した。  

IV. 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の発足 - 1988年に発足したこのパネル

は、気 候政策の立案に利用できる科学的情報を各国政府に提供することを目的とし

ている。 V. 気候変動枠組条約調印 - 1994年に調印されたこの枠組みは、温室効果ガ
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スの排出が 地球の気候システムを劇的に変化させる前に、その流れを食い止めるた

めの枠組みを 定めたものである。[Unep. "50 Years of Environmental Milestones". 

UNEP, 

www.unep.org/environmental-moments-unep50-

timeline#:~:text=Founded%20in%20197 

2%20following%20the,to%20the%20world's%20environmental%20challenges.]. VI. 国連砂

漠化防止条約の採択-1994年に採択されたこの条約は、環境と開発を持続可能 な土地

管理に結びつける唯一の法的拘束力のある国際協定である。[国連環境計画 "50 Years 

of Environmental Milestones". UNEP,  

www.unep.org/environmental-moments-unep50-timeline#:~:text=Founded%20in%20197 

2%20following%20the,to%20the%20world's%20environmental%20challenges.]. VII. ヌサドゥ

ア宣言の調印 - 2010年に調印された宣言は、「グリーン」経済の利点、生物多 様性の

重要な関連性、気候変動を根絶する緊急の必要性を強調している。 VIII. SDGsの採択 - 

2015年に採択された持続可能な開発に関する新たなグローバル・アジェ ンダに含まれ

る17の目標は、より良い未来に向けた人類の展望を表している。 IX. モンテビデオ・プ

ログラムの採択 - 2019年に採択されたもので、国内、地域、世界規模 での環境法の制

定、提唱、実践に貢献する戦略的活動に支えられた目標を含む。 X. 国連人権高等弁務

官会議（UNHRC）の決議採択 - 2021年に採択されたこの決議は、 清潔で健康的かつ持

続可能な環境を享受する権利を人権として認めるものである。  

背景情報  

国連環境計画（UNEP）は1972年、人間環境に関する画期的な国連会議の後に設立さ

れた。 UNEPは環境に関する世界的な権威であり、それゆえ環境保護とその取り組み

の実行に大きな 役割を担っている。以下は国連環境計画に関するいくつかの重要な要

素である：  

1. 使命と目的  

○ UNEPは環境問題に取り組み、人々が持続可能な生活を送れるよう鼓舞

し、情 報を提供し、人々が将来の世代の生活を犠牲にすることなく資源
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を利用できるよ うにすることを目的としている。  

○ 政府、市民社会、民間部門、その他の国連機関と協力し、差し迫った環

境問題 に取り組む。  

○ UNEPの活動は、オゾン層破壊の最小化から世界の海の保護、グリーン

で包括 的な経済の推進まで、幅広い問題に及んでいる。  

2. 三重の地球危機 
○ UNEPは、気候変動、自然・生物多様性の損失、汚染という3つの地球規

模の危 機への対応に重点的に取り組んでいる。  

○ その取り組みには、各国が低炭素で資源効率の高い経済へ移行するのを支

援 すること、環境ガバナンスを強化すること、生態系を保護すること、

政策決定のた めの証拠を提供することなどが含まれる。  

3. 持続可能な開発目標（SDGs）：  

○ UNEPは世界有数の環境機関であり、193の加盟国が持続可能な開発目

標（ SDGs）を達成できるよう支援している。  

○ UNEPは、汚染のない未来を築き、気候を安定させ、環境とバランスの取

れた生 活を奨励するよう努めている。  

4. 50周年  

○ UNEPは2022年に創立50周年を迎え、これまでの50年間の環境面での成

果を 振り返った。  

○ UNEPは、環境問題を解決し、持続可能な未来に向けて努力するための重

要な 存在であり続ける。  

委員会が直面する問題  

限られた資源： 気候変動と生物多様性の損失がもたらす課題の規模と緊急性は、効果

的な行 動のために多大な資金と人的資源を必要とする。2022年10月24日から28日まで

開催された会 議では、資金調達の柔軟性と制限的な性質が提起された。  
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国際協調： 気候変動や生物多様性の損失といった問題は、総合的なアプローチが必

要であ り、UNEPは他の国々と協調しなければならない。しかし、気候変動はすべて

の加盟国にとって 重要な問題であるにもかかわらず、すべての加盟国がこの問題に

ついて優先的に取り組んで いるわけではない。  

複雑な相互作用： 生態系と生物多様性は、いくつかの環境変数と関連している。

UNEPだけで このような複雑性を理解するのは難しい。 

政治的意志と政策実施： 世界銀行の報告書によると、各国は汚染の優先順位を特定す

ること が難しいと感じている。政治的意志と政策の実施は加盟国によって異なり、

UNEPの取り組みの 成功を妨げる可能性がある。  

技術移転： UNEPは、技術は情報伝達のための有用な手段であると考えるが、同時に

UNEPの 目的に反する汚染や天然資源の過剰消費に関連する環境リスクをもたらす可

能性もあると考え ている。  

このように多くの困難があるが、UNEPとその提携組織、政府、国際社会は、問題を

解決し、実 施の効果を高めるために最善の努力を続けている。  

主な定義  

不均衡な影響： 気候変動が様々な種、生態系、地域に及ぼす不平等な影響を指し、

多くの場 合、特定の個体群や生息地により深刻な結果をもたらす。  

緩和： 温室効果ガスの排出を減らし、炭素貯留を強化することで、気候変動の深刻

さを軽減ま たは防止する取り組み。  

生態系の回復力： 本質的な構造、機能、フィードバック機構を維持しながら、撹乱

に耐え、そこ から回復する生態系の能力。  

生態系の回復： 劣化した生態系を修復、修復、再構築し、生態系の構造、機能、回

復力を回 復させるプロセス。  
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保全戦略： 生息地の損失、汚染、気候変動などの脅威から生物多様性と生態系を保

全・保護 することを目的としたアプローチ。  

生物多様性： 生態系、種、遺伝的多様性を含む地球上の生物の多様性と変動性。生

物多様 性は、生態系の安定性と回復力の維持に重要な役割を果たしている。  

生態系： 相互に結びついた生物群集とその物理的環境を指し、動的で複雑なシステ

ムとして 機能する。生態系は、食料、水、気候調節などの重要なサービスを提供し

ている。 

議題の概要  

議題と委員会の目的・目標  

議題 -気候変動が生物多様性と生態系に及ぼす不釣り合いな影響に対処し、保全戦略

と自然 に基づく解決策を探る。  

国連環境計画（UNEP）は、その化学物質・衛生部門を通じて、化学物質と廃棄物管

理に焦点 を当てた世界的な課題への対応に重要な役割を果たしている。  

以下の項目はUNEPの目標の一部である：  

1. 鉛塗料：鉛を主成分とするペンキは健康被害をもたらす： UNEPの取り組みに

は、意識 向上、代替品の促進、規制の提唱が含まれる1[Environment, UN. "新たな

問題"。 2. 製品に含まれる化学物質： 製品に含まれる化学物質：UNEPは、製品

の代替品やラベ  

ル表示を改善し、さまざまな製品に含まれる化学物質の使用を最小限に抑える

ことを目 指している。  

3. 環境残留性医薬品汚染物質： UNEPのこの部門は医薬品の環境問題を扱い、持

続可 能な廃棄と管理に注意を促している。  

4. 内分泌かく乱化学物質： UNEPは、内分泌かく乱化学物質が人間の健康や生態

系に 与える影響を軽減するよう取り組んでいる。  
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5. 危険性の高い農薬： UNEPは、より安全な農薬の使用と、危険な化学物質の代

替を目 指す。  

6. 持続可能な化学： UNEPは有害な化学物質の使用を最小限に抑えることを計画

してお り、抗菌剤耐性、鉛とカドミウム、プラスチックに含まれる化学物質

に焦点を当てている。  

議題の主な内容は以下の通り：  

不均衡な影響の認識： 気候変動が脆弱な種、生態系、地域社会に不釣り合いな影響

を及ぼ し、生態系の破壊と社会経済的不平等を増幅させることを認識する。  

生物多様性保全の重視： 生態系の回復力を高め、気候変動の影響を緩和するために

不可欠 な対策として、生物多様性の保全と生態系の回復の取り組みを優先する。 

先住民の知識の統合： 持続可能な資源管理と回復力構築を確実にするため、気候変

動への 適応と生物多様性保全の取り組みに先住民の知識と地元の視点を統合する。  

持続可能な開発と気候正義への取り組み： 持続可能な開発目標と気候正義の原則を

整合さ せ、脆弱な人々のニーズと権利を優先し、公平性と社会的包摂を促進し、弾

力的で持続可能 なコミュニティを育成する。  

国連の対応（実施された措置）  

気候変動対策：  

● 気候透明性：UNEPは、報告書作成のための技術的・財政的支援や、高品質で信

頼で きる情報公開された気候・環境データ、情報、統計、科学的評価や専門

知識の支援を 通じて、各国が透明性強化枠組みを採用するのを支援する。

UNEPはまた、開発途上 国、特にLDCとSIDSにおける気候情報サービスと影響

に基づくマルチハザードの早期 警報システムのための国家能力の構築と開発

にも力を入れています。  
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● 適応と回復力： UNEPは50カ国以上で、気候変動への適応に関する75以上のプ

ロジェ クトを支援してきた。これらのプロジェクトを合わせると、約270万人が

その恩恵を受け、 13万1,000ヘクタールの土地が回復し、10万2,000人と131の機関

が気候変動適応に関 する知識を向上させ、1,100以上の貯水構造と82の測候所を建

設することになる。  

● 気候金融： UNEPは、投資決定の方法を変え、金融業界と協力し、低炭素で耐

性のあ る開発に向けた公共投資と民間投資の流れを促進する。  

● 緩和： UNEPは、エネルギーシステム、産業、建築物、運輸、AFOLU部門から

のCO2排 出を削減するための、費用対効果が高く利用可能な解決策を推進し、

排出ギャップの 解消に貢献します。緩和とは、新技術や再生可能エネルギーの

利用、古い設備のエネ ルギー効率化、消費者行動の変化などを意味する。新し

い都市計画のような複雑なも のから、調理用コンロの設計を改善するような単

純なものまである。森林伐採の中止や 撤回から、地下鉄のハイテク化、サイク

リングロードの整備まで、世界各地でさまざまな 取り組みが行われている。  

自然保護活動： 
● 大気の質： UNEPは、大気汚染の発生源とその影響に関する理解を深め、法規

制を支 援し、排出量の多い部門全体の行動と政策を促進し、地域協力と世界的な

アドボカ シー活動を推進することにより、きれいな空気に関する各国政府の能力

を強化する。  

● 化学物質と汚染物質の行動： UNEPは、健全な化学物質と廃棄物管理の経済的、

環境 的、健康的な利点を実証する共同アプローチを推進しています。各国は多

国間環境協 定を通じて、大気、土壌、水質汚染、有害化学物質への曝露に関す

る課題に積極的に 取り組んでいる。  

○ UNEPは、最近採択された「化学物質に関するグローバル・フレームワー

ク」を実 施するための戦略と行動を策定するため、部門を超えた協力体

制を支援する上 で主導的な役割を果たしている。  
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討論の範囲  

討論会で想定される質問  

1. 地球規模の気候変動は、どのような形で様々な種や生態系に不均衡な影響を与

えるの か？  

2. 保全戦略の実施効果を高めるために、どのような方法で技術を利用できるか？ 

3. UNEPの取り組みを成功させるために、政府はどのような方法で協力できるの

か？ 4. 現在のパレスチナとイスラエルの紛争は、自然に基づく解決策の成功にど

のような影響 を与えるのか？  

5. 加盟国は、生物多様性と気候変動に関する決定が包括的であり、脆弱な地域社会

を含 む様々な視点を考慮したものであることをどのように確保できるのか？  

6. 気候変動は具体的に生物多様性にどのような影響を与え、UNEPは気候変動に

よる生 物多様性への影響をどのように緩和する予定なのか？ 
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- Brief Information about the University 
The University of Tsukuba is one of the top national universities in Japan with diverse international 
programs taught in English. The main campus in Tsukuba City, Ibaraki Prefecture, provides quick 
access to central Tokyo within 45 minutes by train, plus an environment where you can concentrate 
on your studies and research away from the hustle and bustle of the city. 
 

- Available undergraduate programs in English and Application Periods 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- Admissions Requirements 
“Completion/expected completion of 12-year formal 
education in a country other than Japan” 
 
*Please check the application guidelines or ask the contact 
address below for more details and other conditions. 

 

- Cost 
Admission Fee JPY 282,000 
Tuition Fee JPY 535,800/year 
Living Cost 
(Including accommodation) JPY 80,000/month 

Various scholarships are available as well. 

 

- Campus Photo Album 
Check the pictures of our 
beautiful campus from here!! 
 

- Contact details 
ac.intl@un.tsukuba.ac.jp 

 

 

 

including IB DP and CBSE 

 
From the entrance examination for 2025 intake, the students only with Japanese passport 
can apply to all 4 programs above. Please check the application guidelines for more details 
of the requirements and conditions. 

UNIVERSITY OF TSUKUBA 

  

Application: 
Oct. - Dec. 2024 
For Autumn 2025 intake 

Application: 
Dec. 2024 
- Jan. 2025 

For Autumn 2025 intake 

Hot Topic!! 

Life and Environmental 
Sciences (Biology, Agro-

biology, Geoscience) 

Interdisciplinary 
Engineering 

International 
Social Studies 

Global Issues 













9:1
Student to

faculty ratio

90min
From central

Tōkyō

INTERNATIONAL 
COLLEGE OF 
LIBERAL ARTS

山梨県

東京

甲府

富士山

Tōkyō

YAMANASHI 
PREFECTURE

Kōfu

Mt.Fuji

Curriculum

iCLA offers six majors:

> Global Business and Economics
> Interdisciplinary Arts
> Interdisciplinary Data Science
> Japan Studies
> Political Science
> Psychology

60+
Partner

Universities

55+
Nationalities

90%
Of full time faculty 
members educated 

overseas 

80%
International

students

Application dates 

Intake Admission Category Application Period

Starting 
Date

Closing Date

Spring 
2025

>  Degree-seeking students

>  Transfer students 

(applicants who need a student visa)
Apr 1, 
2024

Nov 18, 2024

>  Degree-seeking students

>  Transfer students 

(applicants who have a valid status 
of residence)

Jan 24, 2025

Fall 
2025

>  Degree-seeking students

>  T ransfer students 

(applicants who need a student visa)
Sep 2, 
2024

Apr 14, 2025

>  Degree-seeking students

>  Transfer students 

(applicants who have a valid status 
of residence)

May 30, 2025

Tuition and Other Fees (Prices in JPY)

Tuition and 
Other Fees

First Year Second Year 
and Onwards

Enrollment Fee 200,000 -

Tuition, Facility and 
Equipment

1,596,000 1,596,000

Total 1,796,000 1,596,000 

Accommodation/Meal Plan (Prices in JPY)

iCLA is a residential campus with men’s and women’s dorms 
attached to our building. Living in the dorms is mandatory 

for all first year students.

Room and Meal Plan Fee

Room and Utilities* 600,000/year

Meal Plan Approx. 350,000/year 
(3 meals/day on class days)

Scholarships

Type Amount of Exemption* Selection Criteria

I Full (100% tuition)

> Academic Achievement

>  Extracurricular Achievements

> Financial Need

II 3/4 (75% tuition)

III Half (50% tuition)

IV 1/4 (25% tuition)

V 1/10 (10% tuition)

TEL: +81-55-224-1350

www.icla.ygu.ac.jp
General Inquiries: icla.contact@c2c.ac.jp
Admission Inquiries: i.admission@c2c.ac.jp
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